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《
条
例
関
係
》

平
蕊
市
国
民
健
戚
僚
際
条
例

の
一
部
法
疋

国
民
健
康
保
険
法
の

一
部
改

正
に
伴
い
、
助
産
認
を
出
産
育
児

一
時
金
に
改
め
二
十
四
万
円
か
ら

三
十
万
円
に
引
き
上
げ
る
な
ど
条
例
の

一
郎
酬
を
改
正
し
ま
す
.

老
人
の
医
療
震
の
助
成
に
閲
す
る
条
例

の
一
部
滋
正

老
人
保
低
法
の
一
郎
改
正
に
地
じ
て
、

助
成
の
範
回
か
ら
食
事
僚
出
閣
に
係
る
抑刷

用
を
隙
く
と
と
も
に
、
指
定
訪
問
君
臨

が
行
わ
れ
る
混
合
の
負
担
額
に
つ
い
て

十1
1第3固定例会のあち:まじ

平成6年第3回定例会が、9月5日か

ら9周30固までの26日間にわたって聞か

れました。

《
予
算
関
係
》

一
僚
会
計
繍
正
予
ロ

ご
み
の
指
定
袋
導
入
経
費
や
新
中
央

区
役
所
の
業
務
開
始
に
伴
う
経
費
な
ど
、

合
わ
ぜ
て
二
十
四
億
五
千
七
百
八
十
九

万
円
を
追
加
し
ま
し
た
・
こ
れ
に
よ
り

一
般
会
計
の
予
鍔
総
額
は
、
三
千
四
十

八
億
ハ
千
六
百
八
十
八
万
円
に
な
り
ま

し
た
。

特
別
会
計
術
正
予
ロ

(企
輔
副
会

計
を
含
む
}

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
な
ど
4
事
業
会
計
に
、

合

わ
せ
て

一
億
七
千
四
百
二
十

六
万
円
多
逗
加
」

Eζ
こ

れ
に
よ
り
特
別
会
計
(
出
会

計
)
の
予
努
総
額
は
、
二
千

四
百
四
十
八
億
三
千
八
百
十

九
万
円
に
な
リ
ま
し
た
.

この定例会では、平成5年度各会計決

.および条例改正など47件の市長銀出議

案を審議し、すべて原案どおり認定 ・可

決しました。

さらに、請願8件を審請したほか、各

会派の代表質問が7名の譜員により行わ

れました。

なお、平成5年度各会計決算規案につ

いては、全穏員で構成する決算書室特別

受員会を訟遣し、審査しました。

定
め
る
た
め
、
条
例
の
一

部
を
改
正
し

ま
す
。

千
一
潟
市
病
院
窃
常
用
の
設
部
申
切
に
閲
す
る

粂
例
の
一

銭
改
正

千
葉
市
立
湾
}疾
病
院
の
診
療
科
目
に

心
股
邸
管
外
科
を
加
え
る
た
め
、
条
例

の
一
部
を
改
正
し
ま
す
。

千
蕊
一市
公
民
館
銭
也
管
理
糸
例
の
一
部

改
正

花
白
河
川
区
m
m
m本
郷
2
丁
目

に
、
幕
張
本
郷
公
民
館
を
設
置

す
る
た
め
条
例
の
一

部
を
改
正

し
ま
す
。

《
町
の
区
間
四
及
び
名
称
の
変
更
》

平
成
7
年
2
月
よ
り
、

稲

毛
区
作
草
都
町
の
一
部
に
お

い
て
、

住
居
表
示
を
実
絡
し

ま
す
・

《
工
事
諦
負
契
約
》

児
窓
網
談
結
叫
国
情
守
新
銀
工

窃
な
ど
を
十
九
億
二
千
八
百

十
六
万
円
で
行
い
ま
す
。

雪
国
公
民
館
改
築
工
事
を
、

五
億

四
千
二
十
三
万
円
余
で
行
い
ま
す。

仮
祢
千
葉
市
泊
防
防
災
総
合
セ
ン
タ

ー
管
理
練

・
宿
舎
線
新
築
工
寧
を
、
八

億

一
千
五
百
七
十
六
万
円
で
行
い
ま
す
。

宮
川
曾
住
宅
母
町
第
1
団
地
強
M
閣
官
明
終

第

2
工
区
の
恕
祭
主
体
工
事
な
ど
を
、

二
十
八
億
六
千
三
十
一
万
円
で
行
い
ま
す
。

この市絡会だよりは再生紙を使用しています
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9
R
9日
友
ぴ
泊
自
に
関
か
れ
、
議

案
お
件
、
諮
問
制
8
件
、
師
同
情
6
件
を
審

登
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
金
綴
案
を
可
決
し
、
語

翻
・
陳
情
は
、
保
択
送
付
3
件
、
不
縁

組
折

8
件
、
継
続
富
田
富
3
件
と
な
り
ま
し

た
。

総
務
妥
員
会

(
所
管
H
総
務
局
、
企
画
調
忍
局
、
財

政
局
な
ど
)

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
議
案

2

件
、
請
願
1
件
を
密
蛮
し
、
固
に
お
け

る
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
と
新
ゴ
ー
ル
ド
プ

ラ
ン
の
財
政
的
な
裏
付
け
な
ど
に
つ
い

て
、
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

v
f
T
一
議
市
発
注
の
公
共
工
窃
に
閲
す
る

お
鳳

不
奴
沢

民
生
教
育
安
伐
会

(
所
管
H
市
民
生
活
局
、
教
育
委
員
会
)

公
民
館
設
也
管
理
条
例
の
一
部
改

正
、
児
童
相
談
施
設
等
新
築
工
事
請
負

契
約
な
と
読
案
同
件
、
請
願
3
件
を
畜

苦
し
、
児
湿
相
談
時
畿
に

つ
い
て
、
抗
打
ち
工
事
の

工
法
及
び
地
下
水
脈
へ
の

影
響
、
窓
波
陣
容
や
工
事

の
安
全
対
策
に
対
す
る
市

当
局
の
対
応
な
ど
に
つ
い

て
、
質
問
.か
あ
り
ま
し
た
。

V
老
人
医
療
の
入
院
給
食

助
成
に
関
す
る
請
願

不
同
陣
択

V
美
浜
区
高
浜
に
建
設
予
定
の
児
蛮
相

輔副
総
般
の
政
針
変
阿
見
を
求
め
る
緑
風

不
嫁
択

V
乳
幼
児
医
療
伎
の
無
料
化
に
つ
い
て

の
議
関

不同師団
m

四
相
続
消
防
受
員
会

(
所
管
日
環
没
衛
生
局
、
済
協
局
、
消

防
局
、
水
道
局
)

一
般
会
計
補
正
予
算
、
仮
持
千
葉
市

消
防
防
災
総
合
セ
ン
タ
ー
管
理
棟
・
宿

会
線
新
築
工
事
路
負
契
約
な
ど
穏
案

8

件
、
棺
制
限

2
件
、
御
情

2
件
を
世
間
置

し
、
消
防
防
災
総
合
セ
ン
タ
ー
の
今
後

の
箆
備
予
定
と
、
総
数
の

-m由
民
利
用
の

考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
、
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

V
骨
粗
し
よ
う
症
予
防
の
た
め
に
健
診

体
制
の
充
実
を
求
め
る
諮
問
刷

不
録
択

ゴ
ミ
指
定
袋
の
導
入
に
反
対
す
る
請

願

不
録
択

公
的
骨
髄
パ
ン
ク
普
及
雷
発
の
積
程

的
な
実
施
を
求
め
る
陳
情

採
択
送
付

経
済
滋
段
獲
員
会

(
所
管
H
経
済
民
政
局
、
加
岨
限
局
な
ど
)

市
省
住
宅
}
錦
町
第
1
回
抽
出
迎
M

間
務
噛
曲

第
2
工
区
麹
鍛
主
体
工
製
弱
負
契
約
な

ど
議
案
4
件
、
請
願
1
件
、
陳
情

1
件

を
審
蓋
し
、
お
町
第
1
回
総
建
笛
事
業

に
つ
い
て
、
他
の
政
令
市
に
お
け
る
建

築
賓
と
の
比
較
、
市
営
住
宅
の
今
後
の

あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
箆
簡
が
あ
り

ま
し
た
。

V

「
自
治
体
住
宅
相
銭
窓
口
」
の
鉱
充

を
戒
め
る
翁
側

不
燦
択

V
仮
初
井
上
マ
ン
シ
ョ
ン
湿
蝕
計
画
中

止
に
閲
す
る
陳
情

不
採
択

な
お
、
旧
月
花
田
に
も
聞
か
れ
窃
照

釦

l
件
を
官
制
奮
し
ま
し
た
.

血
児
麓
棺
議
録
設
完
田
両
予
崎
山
図

{Z
F浜
区
高
浜
}

都
市
下
水
損
害
員
会

(
所
管
H
都
市
局
、
下
水
道
局
)

都
市
計
画
土
地
区
画
登
理
市
中
濃
特
別

会
計
補
正
予
跨
な
ど
、
弱
震
2
件
、
続

開
開

1
件
、
陳
情
3
伶
を
富
田
富
し
、
後
奥

川
稲
毛
区
画
監
理
地
区
内
に
点
在
す
る

密
地
の
処
分
紋
と
畑
出
柚
唱
す
る
際
の
工
夫

な
ど
に
つ
い
て
、
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。V

郡
川
上
流
の
水
害
に
伴
う
程
調
一線

幅
部
恒

m
返
付

、J
R内
房
線
浜
野
駅
僑
上
化
の
早
期

実
現
を
求
め
る
陳
情

録
的
抗
送
付

廃
禁
物
処
理
問
磁
対
策
特
別
委
員
会

8
同
門
包
日
に
閲
か
れ
、
沼
待
行
政
の

今
後
の
諜
題
や
指
定
袋
な
ど
に
つ
い
て

協
議
し
ま
し
た
。

ま
た
、

ω月
幻
自
に
も
関
か
れ
、
事

業
系
ご
み
の
滅
段
、
資
源
化
絡
一
-一取
な
ど

に
つ
い
て
也
践
し
ま
し
た
・

大
都
市
税
財
政
制
度
銅
貨
特
別
袋
員
会

7
月
日
目
と

9
月

2
日
に
聞
か
れ
、

平
成

7
年
度
国
家
予
興
に
関
す
る
要
望

や
大
都
市
財
政
の
実
態
に
即
応
す
る
財

源
の
鉱
充
に
つ
い
て
、
政
令
市
共
通
の

要
望
な
ど
を
協
議
し
ま
し
た
.

ま
た
、

ω月
4
B
R
Mぴ
初
日
に
も
閃

か
れ
、
平
帯
州
市
の
平
成
7
年
度
国
家
予

算
織
成
に
関
す
る
鐙
点
要
望
に
つ
い
て

協
綴
し
ま
し
た
.

平
成
5
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
決
鍔
お
案
を
審
査
す
る
た
め
、

9
月

8
臼
に
、
金

-
m
i
l
l
-

R
で

的

成

す

る

へ

、
、
ノ

E
E

決

口

密

資

特

別

ポ

頑

固

委
員
会

{
2分
の

F

帽幽

科
会
)
を
設
置

所

が

幽

圃

し
、
延
べ

9
日

¥
ケ

阻

圃

筒
に
わ
た
り
審

茶

【楠
醐
幽

盗
し
ま
し
た
。

ヂ

¥
圃
・
埋

ま
た
、
決
算

f
十
川
川

議
案
や
市
政
に

関
す
る
総
活
質
問
が

ω名
の
諮
問
只
に
よ

り
行
わ
れ
ま
し
た
・

餐

員

長

H
松

戸

敏

錐

副

察

員

長

H
中

野

弘

第
1
分
制
刊
会
主

E
H前
沢

勝

之

同

副

主

査

H
蟹

江

将

生

耐
用

2
分
科
会
主
筆
目
大
幅
削
田
典
克

同

副

主

窒

H
石
信

毅

9
月
お
臼
の
決
算
審
蓋
特
別
委
員
会

で
は
、
2
分
科
会
の
審
査
積
要
に
つ
い

て
報
告
が
行
な
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、

各
会
計
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
.

な
お
、
次
の
9
項
目
の
指
織
婆
凶
記
事

情
哨
は
、
決
算
審
蜜
特
別
委
員
会
で
市
長

に
褒
盟
し
た
も
の
で
す
.

指
摘
嬰
盟
事
項

市
税
収
納
率
.
か
年
4
低
下
し
て
い
る

た
め
、
市
民
の
納
税
窓
設
の
一
回
同
錫
を

図
る
と
と
も
に
、
徴
収
体
制
の
よ
り

一
層
の
鉱
充
強
化
に
努
め
る
こ
と
。

・
放
位
自
転
車
の
解
消
を
図
る
た
め
、

白
紙
旗
駐
源
問
期
の
利
問
問
者
笠
録
を
一

郎
推
進
す
る
ほ
か
、
放
宮
線
止
区
附
嶋

等
か
ら
の
駐
車
問
咽
へ
の
誘
導
も
積
徳

的
に
行
う
こ
と
。

ご
み
の
透
正
抗
出
の
徹
底
や
リ
サ
イ

ク
ル
窓
総
の
高
織
を
図
り
、
廃
棄
物

適
正
化
彼
進
賃
制
度
の
よ
り
一
一
層
の

活
用
に
努
め
る
こ
と
・

中
小
企
滋
の
鋸
興
育
成
を
図
る
た

め
、
資
金
治
資
制
度
の
さ
ら
な
る
充

実
や
創
窓
工
夫
を
生
か
し
た
活
性
化

策
を
翁
じ
る
こ
と
。

-
交
通
需
要
の
怠
大
に
対
応
す
る
た
め
、

公
共
交
通
機
関
の
整
備
充
実
や
都
市

計
画
道
路
網
の
登
儀
雄
進
に
努
め
る

こ
と
。

-
動
物
公
図
入
場
者
滋
の
沼
加
を
図
る

た
め
、
経
営
の
よ
り

一
回
の
充
実
に

努
め
る
こ
と
o

E
EE
E
E
E
'
u
J
・
高
鈴
蓄
や

m

・
・
・
・
・
・
圃

一

密
告
に
優
し

園
・
・
・
・
圃
回

一

い

歩

道

の

髭

.

.

.

.

..
 圏

一

備

を

図

る

た

・
・
・
・
圃
圃
閣
ロ

一

め

、
段
差
の

園
田
園
岡
山

M
一

切

り

下

げ

や

圃
圃
園
町
悶
ご
L

一

障

害

物

の

除

薗

E
E
ErLRUE
-』
去
を
錐
径
一
す

る
と
と
も
に
、

道
路
鉱
幅
等
に
よ
る
歩
道
の
宿
泊
怖
に

も
努
力
す
る
こ
と
.

。
高
齢
化
、
国
際
化
等
の
社
会
情
お
に

対
応
で
き
る
毅
急
体
制
を
硲
立
す
る

た
め
、
消
防
聡
員
の
資
質
向
上
や
消

防
力
の
よ
り
一
一

mの
充
実
に
努
め
る

こ
と
。

-
C
Aー
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
教
育

内
容
の
充
実
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
よ
る
偶
眠
薬
を
実
践
す
る
上
で
の
指

導
・
研
修
体
制
の
向
上
に
努
め
る
こ

と。
総
括

主賀
高11日
間
項
目

平
和
総
集
に
つ
い
て

よ
り
よ
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
に

.
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

-
老
人
福
祉
対
策
に
つ
い
て

O
保
育
行
政
に
つ
い
て

。
北
部
図
曾
館
の
改
築
に
つ
い
て

E
M
{有
効
微
生
物
剤
師
}
に
つ
い
て

繭
酸
性
窓
家
に
よ
る
地
下
水
汚
染
と

対
応
に
つ
い
て

消
防
行
政
に
つ
い
て

都
市
計
画
に
つ
い
て

傍
聴
の
ご
案
内

・

平
成

6
年
第
4
回
定
例
会
は

日
月
舘
臼
か
ら
開
会
す
る
予
定

で
す
・

本
金
銭
は
、
原
則
と
し
て
公

開
し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
な
た

で
も
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

傍
聴
さ
れ
る
方
は
、

本
会
議

の
当
包
、
話
事
惜
一一線
l
隠
の
受

付
で
、
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す。 ↓一
コ
，

せ
・

防

点
字
版
と

附

減

テ
l
プ
版
の
配
布

4
d

自
の
不
自
由
な
方
に
、

市
制

会
の
活
動
を
お
知
ら
せ
す
る
た

め
、
「
ち
は
市
議
会
だ
よ
り
」
の

点
字
版
と
テ

1
プ
版
を
発
行
し

て
い
ま
す
.

配
布
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

ご
逮
絡
く
だ
さ
い
。 恥. 

量|量
表
紙
に
槽
掲
載
し
た

は

若
葉
区
に
あ
り
「
動
箔
物
と
の
ふ
れ
あ

い
」
を
テ

lマ
に
、
遊
戯
筏
設
の
ド
リ

ー
ム
ワ
ー
ル
ド
を
あ
わ
せ
も
つ
自
然
的

地
形
を
活
か
し
た
総
会
公
闘
で
す
。

動
物
を
見
な
が
ら
図
内
を
散
策
す
る

の
も
い
い
も
の
で
す
が
、
こ
ど
も
動
物

園
で
う
さ
ぎ
怠
ど
の
動
物
を
こ
わ
ご
わ

と
抱
く
子
供
、
そ
れ
を
宛
て
い
る
寂
僚

や
テ
ィ

l
カ
ッ
プ
に
殺
っ
て
い
る
若
い

2
人
巡
れ
の
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
出
保

守
す
な
ど
を
眺
め
て
い
る
の
も
い
い
も
の

で
す
ね
・
皆
さ
ん
も
こ
の
季
節
い
ろ
い

ろ
な
楽
し
み
方
を
探
し
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
e

今
回
は
、
第
3
固
定
例
会
を
中
心
に

掲
殺
し
ま
し
た
が
、
ご
怠
見
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
ら
お
悶
か
せ
く
だ
さ
い
。

「
ち
は
市
路
会
だ
よ
り
」
発
行
愛
員
会

問
い
合
せ
先
議
会
問
中
務
局
調
査
叡

8
2
4
5
・
5
4
7
2
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